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論文内容の要旨















での期間，Stroke Impairment Assessment Set（以下、SIAS）（運動機能，体幹機能，視空
間認知，下肢位置覚），病型，病巣を独立変数とし、退院時FIM-M合計点とFIM-M利得を
従属変数（ADL帰結の指標）とした。病型はOxfordshire Community Stroke Project（以下、
OCSP）分類とTrial of ORG 10172 in acute stroke treatment（以下、TOAST）分類により































か、（1）退 院 時のFunctional Independence Measure運 動 項 目 合 計（FIM-M）予 測、（2）
FIM-M利得（入退院時差）予測のそれぞれについて検討した。初発で一側性の中大脳動脈梗
塞患者331名（男性202名、女性129名、平均69.7歳）を対象とし、帰結予測の説明変数とし














学 位 の 種 類 博士（医学）
学 位 記 番 号 甲 第 1140 号
学位授与の日付 平成29年３月12日
学 位 論 文 題 名 中大脳動脈梗塞患者のADL帰結予後に対する機能障害および画
像所見の寄与
指 導 教 授  　　　園　田　　　茂
論 文 審 査 委 員 主査 教授　才　藤　栄　一
 副査 教授　山　田　治　基
  教授　宮　地　栄　一
